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中野市行政改革推進委員会 会議録（概要） 

 

日 時 令和３年７月２日（金） 10：00～11：10 

会 場 中野市役所 4階 会議室 42.43 

出席者 

【委員】 

中山委員、工藤委員、小林(ひ)委員、岩渕委員、宮澤委員、市川委員、        

町田(久)委員、小林(日)委員、町田(隆)委員、北原委員、藤澤委員、有賀委員 

【市】 

湯本市長、竹内副市長、酒井総務部長 

【事務局】 

大沢政策情報課長補佐、土屋行政管理係長、堀米副主幹、村上主事 

欠席者 
【委員】 

 野口委員 

次第 

１ 開会（13 名中 12名出席、過半数の出席者有りのため会議成立） 

２ 市長あいさつ 

３ 正副会長互選について 

４ 諮問 

５ 協議事項 

(1) 第 4次中野市行政改革大綱(案)及び中野市個別施設計画(案)について 

６ その他 

７ 閉会 

資料 

資料１ 中野市行政改革推進委員会条例、名簿 

資料２ 第 4 次中野市行政改革大綱(案) 

資料３ 中野市個別施設計画(案) 

資料４ 第４次中野市行政改革大綱及び中野市個別施設計画策定スケジュール 
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１ 開会（総務部長） 

 

２ 市長あいさつ 

  

３ 正副会長互選について（仮議長：総務部長） 

会長に中野市区長会の中山幸利委員 

副会長に中野市ボランティア連絡協議会の工藤二六子委員が互選される。 

 

４ 諮問 

 

５ 協議事項（議長：中山会長） 

（１）第 4次中野市行政改革大綱(案)及び中野市個別施設計画(案)について 

 

【会長】 

 協議事項「第４次中野市行政改革大綱(案)及び中野市個別施設計画(案)」について、

事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

（資料２、３、４により、第４次中野市行政改革大綱（案）及び中野市個別施設計画

(案)について説明） 

  

【会長】 

 只今の事務局の説明のとおり、「第４次中野市行政改革大綱(案)及び中野市個別施設

計画(案)について、意見や質問等ある場合は 7月 20 日(火)までに提出いただきたい。 

行政改革大綱は、時代や社会情勢、地域の実情にあった自治体経営を図るための市政

改革について、目標や重点的に取り組むべき事項を示した指針である。 

より市民に理解してもらうため、もっとこうした方が良い、このような方針を掲げた

方がよいなどあれば、ご意見をいただきたい。 

皆さまからそのようなことでご意見等ありますでしょうか。 

 

【委員】 

 資料２の３ページの基金残高の推移について、H30 から R１の基金の差がかなりある

がこの理由は。 

 

【事務局】 

 主な要因としては庁舎や学校の建設が大きな支出になっている。 
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【委員】 

 資料２の２ページの職員数について、非正規を含めた実際の職員数を作成されていた

らご提示いただきたい。 

 

【事務局】 

 次回までに調べてご提示したい。 

 

【委員】 

 資料４のスケジュールについて、本日 7 月 2 に諮問され、答申が 8 月 2 日となると、

1か月の期間でこれだけの資料を確認し、いろいろな状況を勘案しながら判断というの

は非常に短い気がする。もう少し期間をとれないものか。 

 

【事務局】 

計画期間につきましては、8月 2日に答申ということで計画しているが、今のところ

8 月 18 日には本部会議に諮りたいと考えている。例えばさらに会議が必要であるとか

もう少し検討が必要であるということであれば 8 月 3 日から 8 月 17 日の間で第３回の

会議を開催するなどして答申書を作成していきたい。 

 

【委員】 

 今、コロナ禍で、昨年あたりから会議が開かれずに、話だけが進んでしまう。そのよ

うな状況についてどう考えているか。 

 

【事務局】 

 おっしゃるとおり、会議の回数に関しては大変厳しいかなという状況もあるが、委員

の皆さまから 7月 20 日までにご意見をいただき、その意見をもとに検討を進め、8月 2

日にお集まりいただいた皆さまにご意見等を頂きながら策定を進めていきたいと考え

ている。 

 

【委員】 

7 月 20 日までにだした意見を答申書にして 8月 2日に提出するということか。 

 

【事務局】 

 7 月 20 日までにいただいたご意見が全て答申書に盛り込めるという判断ができれば

その日に答申書として提出したいと思いますが、まとまらないということであれば、第

３回の委員会の開催や正副会長に一任させていただくなどして、委員の皆さまにお示し

しながら答申というような形にしたいと考えている。8月 2日に答申書を提出するかに
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ついては今のところ分からない状況である。 

 

【会長】 

 他にご意見等ないようですので、本日予定しておりました議題はすべて終了いたしま

した。ご協力ありがとうございました。 

  

６ その他 

 

【会長】 

 それでは６、その他について事務局からお願いします。 

 

【事務局】 

 先ほどからご説明させていただきましたとおり、次回の会議につきましては 8月 2日

(月)の午前 10 時から開催を予定しております。 

その時にご意見等お聞きしまして、答申へと進めて参りたいと考えております。 

 それから、6 月 16 日付けで郵送してございます、第 3 次中野市行政改革大綱実行計

画(集中改革プラン)実績調書について、質問等あればお聞きしたいと思います。 

 

【委員】 

 コロナ禍で災害があった場合、避難所での対応などどのように考えているのか。 

 

【事務局】 

市では2人当たりの面積のパーテーションや4人で入れるパーテーションなど区切れ

るパーテーションを設置してコロナの感染対策に努めて参りたいと考えている。 

 

【委員】 

 今回の第４次中野市行政改革大綱の中で公共施設の最適を取組事項に掲げているが、

現在の達成率は。 

 

【事務局】 

現在縮減した面積は 9.68％、増加分は 7.23％のため実質 2.45％縮減している。 

 

【委員】 

 資料３の個別施設計画概要(案)の豊田情報センターと豊田子育て支援センター、豊田

農業技術研修施設が入っている建物について譲渡されなかったら R7 年までに譲渡か解

体かということになっているが、解体を先送りにしていろんな方に利用していただくと
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いうのは不可能か。閉校となった小学校についても、利用されなくなった場合、即解体

ということではなく、解体を先送りし地域に活用いただくというようなことはできない

ものか。 

 

【事務局】 

 資料３の個別施設計画の 14 ページをご覧ください。豊田子育て支援センターの今後

の方針ということで機能・建物は検討継続、完了年度はR４ということで記載してある。

取組の内容欄には豊田支所と併せて検討ということであるため、R4 年度中にどのよう

な活用方法をするかというのをまず検討し R4 年度までに皆さんにお示ししていきたい。 

 

【委員】 

 小学校の敷地建物を借りたいという企業はなかなかいないのではないか。もしそこに

手を挙げる方がいなかったら計画通りに解体になってしまうのではないかという懸念

があるがどうか。 

 

【事務局】 

 小学校の利活用について、今のところ長丘小学校については子育て支援施設としての

活用、倭小学校については社会福祉法人高水福祉会で活用していただくことが決定して

いる。その他の小学校については今後検討していくということで、R４年度中には方向

性を決定していく。20％の縮減目標もあるためその辺も含めながら検討していきたい。 

 

【委員】 

 方向性をだすということだが、庁内の検討で方向性を示すのか、そこに例えば地域住

民が何らかの関わりを持つ機会が与えられるのか。 

よくパブリックコメントというが、実際パブリックコメントになかなか書いてくれな

いのが現実である。その原因はよくわからないが、パブコメを求めました、意見があり

ませんでした、ですのでこの通り進めさせていただきますというのは地域住民からする

とかなり乱暴にうつってしまうということだけ申し上げておきたい。 

 

【事務局】 

 ご意見としてお伺いし、今後の検討の参考にさせていただく。 

 

【委員】 

 今回の個別施設計画の説明では、どちらかというとハード面についてであったが、資

料２では持続可能な行財政運営の推進が地方自治にとって大切な内容だが、実績の見え

る化について、今回の資料では、数字で説明をしているが資料 2の 8ぺ―ジについてそ
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れぞれ個別に市民に対して見える化、具体的にどんなものがあるのか個人的に非常に興

味がある。確かに施設の改廃などのハード面については管理しやすいが、ソフト面につ

いて世の中がそのように変わりつつあるそれを踏まえた 8月の答申について、その辺を

重点的にお書きいただければいいのかなと思う。 

 

【事務局】 

 ご意見としてお伺いし、参考とさせていただく。 

 

７ 閉会（中山会長） 

 

 

                          終了 11 時 10 分 


